
津
別
町
役
場
で
は
、
次
に
よ
り

臨
時
職
員
（
保
健
師
）
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

募
集
人
員

１
人

募
集
条
件

年
齢

概
ね
60
歳

資
格

保
健
師
免
許

自
動
車
の
普
通
免
許

賃
金
・
勤
務
時
間

町
条
例
、
規

則
等
の
定
め
に
よ
る

月
額

17
万
２
２
０
０
円
（
別
途

交
通
費
支
給
）
雇
用
保
険
適
用

雇
用
期
間

平
成
21
年
７
月
〜

平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
の

約
８
ヶ
月
（
平
成
22
年
12
月
29

日
ま
で
延
長
の
可
能
性
あ
り
）

応
募
方
法

提
出
書
類

市
販
履
歴
書
１
通

提
出
先

役
場

保
健
福
祉
課

健
康
推
進
担
当

提
出
期
限

平
成
21
年
８
月
15
日

そ
の
他

詳
細
に
つ
い
て
は
津
別

町
保
健
福
祉
課
健
康
医
療
グ
ル

ー
プ
健
康
推
進
担
当
（
†
０
１
５

２
｜
76
｜
２
１
５
１
内
線
２
３
１
）

に
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

最
近
、
全
国
的
に
カ
ン
ピ
ロ
バ

ク
タ
ー
に
よ
る
食
中
毒
や
E
型
肝

炎
の
発
生
件
数
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
E
型
肝
炎
に
つ
い
て
は
、

平
成
16
年
に
北
見
市
で
死
亡
者
が

発
生
し
て
お
り
、注
意
が
必
要
で
す
。

カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
…
鶏
や
牛
、
豚

等
の
消
化
管
に
存
在
し
、
少
量
の

菌
量
で
食
中
毒
が
発
生
。

E
型
肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
…
ウ
ィ
ル
ス
に

汚
染
さ
れ
た
豚
や
鹿
、
猪
を
生
食

す
る
こ
と
で
感
染
す
る
。

予
防
方
法

・
加
熱
調
理
を
行
う

・
生
肉
に
触
れ
た
箸
で

食
事
を
行
わ
な
い

問
い
合
わ
せ
先
　
北
見
保
健
所
食

品
保
健
係

†
０
１
５
７
｜
24
｜
４
１
７
３

平
成
21
年
度
の
道
立
心
身
障
害

者
総
合
相
談
所
（
札
幌
市
在
）
に

よ
る
巡
回
相
談
が
、
次
の
と
お
り

行
わ
れ
ま
す
。

日
程

９
月
29
日
・
30
日

会
場

網
走
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
内
容

（1）
身
体
障
害
者
及
び
知
的
障
害

者
の
方
々
の
医
学
的
、
心
理

学
的
及
び
職
能
的
判
定
な
ど
。

（2）
補
装
具
の
処
方
及
び
適
合
判

定
な
ど
。

（3）
そ
の
他
、
身
体
障
害
者
及
び

知
的
障
害
者
の
方
々
の
専
門

的
相
談
な
ど
。

そ
の
他相

談
は
予
約
制
な
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
14
日
ま

で
に
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
担

当
（
†
76
｜
２
１
５
１
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
21
年
１
月
26
日
に
網
走

市
で
、
１
月
27
日
に
は
北
見
市
で

も
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
希
望
さ

れ
る
方
は
、
１
ヶ
月
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

保
健
師
の
臨
時
職
員
を

募
集
し
ま
す

8月は、町道民税第２期

国保税第３期の納入月です

口座振替をご利用の方は預金口座の残高を確認し

てください。

納期限は８月31日

問い合わせ先 † 76－2151税務担当（内線220・221）
収納担当（内線218）

食
肉
に
よ
る
食
中
毒
や
感

染
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

納涼盆踊り大会

◎毎年好評のアメリカン盆ダンス

◎目指せ！優勝賞金　子ども・大人仮装盆踊り

◎津別の特産品が当たるお楽しみ抽選会

●会　場　　　　津別神社境内　

●仮装申し込み　当日会場で行います

●問い合わせ先　観光協会事務局（役場内）

† ７６－２１５１内線３１５

８月15日（土）午後７時から

楽しい仮装に会場内は笑いでいっぱい 好評だったかき氷早食い選手権大会

心
身
障
害
者
の
巡
回
相
談

に
つ
い
て

日　時 ８月８日（土）午前１０時３０分

場　所 津別中央公民館講堂

入場料 無料（乳幼児は保護者同伴でお願いします）

主　催 巡回劇場つべつこどもスタッフ委員会

津別町教育委員会

問い合わせ先 児童館　†７６－３３０３

中央公民館　†７６－２７１３

～子どもたちからのサウンドメッセージ～

「ずっと友だち」

オリジナル曲をはじめ、手遊び、リズム遊び、子

どもたちの好きな朗読劇。

また、ダウン症の女の子のつくった詩の朗読とそ

れにちなんだ歌など、盛りだくさんなプログラムで

す。みんなで音楽を楽しみましょう。

～ 平成13年度児童福祉文化賞を受賞 ～

平
成
21
年
度
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
選

作
品
が
決
ま
り
ま
し
た
。

（
最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
の
み
掲
載
）

最
優
秀
賞
（
敬
称
略
）

細
川
瑞
生
（
活
汲
小
３
年
）

「
元
気
に
あ
い
さ
つ明

る
い
つ
べ
つ
」

柳
瀬
可
奈
子
（
津
別
中
３
年
）

「
泣
い
て
い
る
　
友
に
さ
し
だ
せ

あ
な
た
の
手
」

優
秀
賞
（
敬
称
略
）

村
田
京
介
（
本
岐
小
６
年
）

園
部
桂
也
（
津
別
小
３
年
）

水
上
優
花
（
津
別
小
６
年
）

武
井
諒
汰
（
活
汲
中
２
年
）

本
間
海
人
（
津
別
中
２
年
）

中
山
千
明
（
津
別
中
３
年
）

松
橋
正
志
（

一
　
般
　
）

東
京
つ
べ
つ
会
は
、
毎
年
の
総

会
を
東
京
で
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
総
会
に
は
、
都
内
や
近
郊
の

千
葉
県
、
埼
玉
県
、
茨
城
県
な
ど

か
ら
も
多
く
の
会
員
が
集
ま
り
、

親
睦
を
深
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
会
員
は
３
７
８
人
で
す

が
、
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
た
い
の
で
、
新
規
会
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
兄
弟
、
親
戚
、

知
人
な
ど
で
東
京
近
郊
に
住
ま
れ

て
い
る
方
が
い
ま
し
た
ら
、
お
誘

い
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

東
京
つ
べ
つ
会
総
会

〜
津
別
を
食
べ
る
会
〜

日
時

10
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
か
ら

場
所

東
京
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

（
東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
）

内
容

津
別
の
農
産
物
の
試
食
や

販
売
、
抽
選
会

申
し
込
み

会
員
の
方
に
は
案
内

文
書
を
送
付
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

役
場
地
域
振
興

グ
ル
ー
プ
†
76
｜
２
１
５
１

町
と
教
育
委
員
会
で
は
11
月
３

日
の
文
化
の
日
に
、
町
政
の
発
展

や
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
推
進
に

寄
与
さ
れ
た
方
や
他
の
模
範
と
な

る
よ
う
な
行
い
を
さ
れ
た
方
、
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
顕
著

な
功
績
を
残
さ
れ
た
、
個
人
と
団

体
の
方
を
対
象
に
、
毎
年
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

清
掃
活
動
や
地
域
へ
の
奉
仕
活

動
な
ど
目
立
つ
こ
と
な
く
善
行
を

長
年
に
わ
た
り
行
っ
て
い
る
人
が

い
ま
し
た
ら
、
町
へ
推
薦
し
て
く

だ
さ
い
。

表
彰
の
種
類

・
功
労
表
彰
（
自
治
・
消
防
・
産
業

開
発
・
社
会
福
祉
・
教
育
文
化
）

・
善
行
表
彰

・
文
化
賞
、
文
化
奨
励
賞

・
ス
ポ
ー
ツ
賞
、
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

推
薦
締
め
切
り

９
月
３
日
（
木
）

推
薦
先

・
功
労
と
善
行
は
役
場
総
務
課
庶
務

グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
１
５
１

・
文
化
と
ス
ポ
ー
ツ
は
中
央
公
民
館

社
会
教
育
グ
ル
ー
プ

†
76
｜
２
７
１
３

まちづくりに対する疑問、ご意見を

お寄せください。

地域振興グループ　† 76－2151

FAX 76－2976

功
労
者
・
善
行
者
及
び
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
賞
の
推
薦

東
京
つ
べ
つ
会
の
会
員
を

募
集
し
て
い
ま
す

「非核・平和の町宣言」の決議

世界の恒久平和と豊かで安全な地域環境を守ることは、全世

界の共通の願いであります。

この切なる人類の願いにかかわらず、今なおこの地球上には

大量の核兵器が蓄積され、核実験・核競争が行われ、この脅威

から解放されておりません。核兵器の使用は地球を破壊し、す

べての人類、すべての文明を破滅させるものであります。

世界唯一の被爆体験国である日本国民は、この過ちを再び繰

り返さないために、核兵器の廃絶を世界に訴え続け、核競争に

歯止めをかけなければなりません。

愛林の町を宣言している私たち津別町民は、緑豊かな自然と

郷土を守り子孫に伝えるためにも、非核三原則の作らず・持た

ず・持ち込ませずの理念を尊守し、恒久平和の実現を願い、こ

こに「非核・平和の町宣言」をする。

以上、決議する。

平成１０年９月２５日　　　　 北海道網走郡津別町議会

今年で６４回目の終戦記念日を迎えます。しかし、

今なお広島・長崎の原爆の後遺症に苦しむ多くの人

たちがいます。

核も戦争もない平和な世界は人類の願いでありま

すが、テロと報復戦争が繰り返されています。

津別町は、平成１０年９月に左記の「非核・平和の

町宣言」を行い、核兵器

の廃絶を訴えています。

また、平成１４年には幸

町の中魂碑跡地に「平和

の碑」を建立し、恒久平

和の実現を願っています。

さらに、本年４月に、連

帯して世界恒久平和の実

現を願う「平和市長会議」

に加盟しました。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

標
語
作
品


